
 

 

bitProject においては、DEM の編集、シミュレーション計算や図面作成など、頻度の高い技術検討作業を対象

としたアプリの開発により技術の高度化を図っています。アプリを活用するとき、プログラムの内容まで把握し

ていれば、特に困ることはないのですが、開発から時間が経過したアプリは、入力データの条件や作業手順を忘

れてしまったために手間取ることが多々あります。また、アプリを多くの人に活用していただく上では、データ

入力がわかりやすく、時には注意や訂正を促すような入力補助を行うようなアプリが必要になってきます。この

ような時、グラフィカルユーザーインターフェース（Graphical user interface, GUI）を実装したアプリの作成が

有効です。bitProject においては GUI を C#により作成しています。その理由は、エクセルなどの外部ファイルの

入出力がしやすいこと、ファイルコピーやフォルダ作

成などディレクトリの管理コマンドが提供されている

こと、図－1, 図－2 の通り様々なコントロールが用意

されていることが挙げられます。 

bitProject の参加者は、C#によりアプリそのものを

ご自身でカスタマイズすることが可能であり、また、

バージョンアップについて提案（コントリビュート）

していただくこともできます。バージョンアップ情報

は、ウェブサイトの「ブログ」にて、随時、報告して

おりますので、時々、確認してみてください(^^)/ 
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編集後記 

小暑の候 

 このところ梅雨のような蒸し暑い天気ですが、皆様に

はおかれましては体調などお変わりありませんでしょう

か？bitProject の普及のため業務対応にも力を入れており

ましたが、仕事続きもたたり少し疲れが出てきてしまい

ました(>_<) いつもより少し遅れましたが、何とかニュ

ースレターを継続できて安心したところです。休みを適 

度に入れて、海や山に出かけて、

気分一新、これから頑張っていこ

うと思います。今後ともよろしく

お願いいたします m(__)m 
代表 宮崎 知与 

図－2 入力補助、作業管理のコントロール 

⑤ メッセージボックス 

⑥ プログレスバー 

作業手順や誤入力の
防止に使用 

プログラムの動作と
進捗状況の確認 

わかりやす
いわね(^^♪ ① テキストボックス 

図－1 GUIで使用できるデータ入力のコントロール 

③ コンボボックス 

② ニューメリカルアップアンドダウン 

④ データグリッドビュー 

↓最も基本的な入力 

←下限、上限がある場合  
※上下限を超える数値は入力
できない 

カテゴリーデータ
の入力に最適→ 
※ドロップダウン
による入力 

↓表形式のデータの入力 

いろいろあ
るんだね～ 


